
～市民のみなさまに親しまれる広報紙を目指して～

広報紙の題字デザイン入賞者決定！広報紙の題字デザイン入賞者決定！広報紙の題字デザイン入賞者決定！
　昨年11月の広報紙で募集をし、審査の結果、入賞されたのは次のみなさまです。おめでとうございます！
30年度も広報紙の題字部分のデザインが毎月変わります。お楽しみに♪　

５月 髙井　智帆さん 

８月 近藤　花枝さん

11月 後藤　麻奈さん

２月 

こ ん ど う　　　 は な   え

 ご　と う　　　　 ま     な

４月 井口　和花さん

７月 永田　佳暖さん

10月 五十嵐真憂さん

１月 竹内　陽菜さん
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６月 松嶋　心陽さん

９月 鈴木　弘子さん

12月 伊藤　結愛さん

３月 山本　貫太さん

 ま つ し ま　　　　 み　は る

や ま も と　　　  か ん   た

す ず   き            ひ ろ   こ

  い   と う            ゆ     め

　２月号の題字デザインに入賞したバストマトズ利用者のみなさまです。みなさまで協力して描いた
イラストや味のある題字がとても素敵で、温かみある作品に仕上がっています。
　今回の応募では、みなさまから全357点の作品が集まりました。たくさんの応募ありがとうございました。

バストマトズ利用者の
みなさま

バストマトズ利用者のみなさま

ハートン
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　安城市ボランティアセンターには平成 30 年３月末現在 251 団体、178 人の個人ボランティアが登録
されています。その内の約６割が６５歳以上のいわゆるシニア世代です。
　今回は、シニア世代の更なる活躍を期待し、何歳からでも始められるボランティアについて紹介します。

　歌や楽器演奏といった特技を活かして、施設の訪問活動を行っている「古井
新町ふれあいバンド」のみなさまに取材しました。

◆ボランティアを始めた「きっかけ」は何ですか？

　会社勤めも終わるし、誰かを楽しませるようなことがしたいと思ったんだ。
音楽がいいなと思って、町内会で楽器のできる人を集めたのが始まりだよ。僕
はドラムをやることになったんだけど、実はやったことがなくて、１年くらい
かけて毎日練習したんだ。最初の頃は練習していても発表の場がなかったんだ
けど、あるきっかけで頼まれて、それからは忙しくさせてもらってるよ。

◆続けてきて良かったことは何ですか？

　人とのつながりができて、生活にハリが出たこと
かな。今「さくらんぼ」には、小学５年生から７０
代まで幅広いメンバーがいるんだけど、小学校で流
行っていることや、私よりも年上の方から話を聞け
たりして楽しいよ。
　その他に良かったことは、自分以外にも他のメン
バーが地域との交流を持てたところかな。若い人っ
て地域との交流の機会が少ないからね。地域の福祉
まつりに出て、いろいろな人と交流を持つことで、
地域の事を考える子が増えてくれると嬉しいよ。

◆これからボランティアをしようとしている人へメッセージ

　をお願いします。

　近所の福祉センターや公民館のおまつり、安城市福祉まつり
に行ってみて欲しい。ボランティアって言っても本当にいろん
な団体があって、こんなことも？っていうような活動だってあ
るからね。始める前から難しく考える必要はないと思うな。ボ
ランティアについて知ることから始めればいいと思うよ。そう
したらボランティアは簡単で、自由だって良くわかると思うんだ。

　ボランティアセンターでは“これまでに培った知識や経験を活かしたい”
“新しいことを始めたい”を支援しています。あなたに合ったボランティア
を一緒に探しませんか。詳しくは、ボランティアセンターへお問い合わせ
ください。

■安城市ボランティアセンター　☎（７７）２９４５

◆続けてきて良かったことは何ですか？

　いろんな人と交流の機会が増えたことが一番。話ができる人
が増えていって、やればやるほど楽しくなっていったよ。最初
は古井新町の中だけで活動していたのが広がっていって、今は
たくさんの福祉施設に呼ばれるようになった。利用者さんに喜
んでもらえるだけでなく、施設職員にも喜んでもらえるのは活
動していて嬉しいね。

◆これからボランティアをしようとしている人へメッセージを

　お願いします。

　好きなことをやったらいい。歌を聴かせたい、人前で演奏し
たい、なんでもいいから、そうした想いをかたちにしていけば
いい。力を入れ過ぎず、自分が楽しくて、人を楽しくできる、
それが人の役に立てば立派なボランティアになる。いくつにな
っても挑戦は良いことだよ。

シニアからはじめるボランティアシニアからはじめるボランティアシニアからはじめるボランティア
　手話を通じて子どもから高齢者まで広い世代の交流を盛
んに行っている「さくらんぼ」。その代表である柳田宜信
さんに取材しました。

◆ボランティアを始めた「きっかけ」は何ですか？

　昔、仕事をしていたときに手話について知る機会があ
ってね、その当時は何の知識も無かったし、テレビでも
見かけない時代だったから面くらったんだよ。でも、世
の中には手話が必要な人もいて、使えると助かる人もい
るなと思ってね。「さくらんぼ」は、そんな時に受けた手
話入門講座の受講者で立ち上げた団体なんだよ。

きっかけは人それぞれ

　ボランティアを始めるきっかけは人それぞれです。いろいろな想いで活動されています。
　【例】
 ・身近にいる困っている人の手助けをしたい　・定年退職後の余暇を充実させたい
 ・社会に貢献したい　　　　　　　　　　　　・趣味や特技を活かしたい

どんな人が活動しているか

　昔からボランティアに関心があった人や、シニアになってから何か始めたいと思った人、趣味が高
じて活動するようになった人など多岐にわたります。
　実際に活動されている人にインタビューをしてきました。きっかけや、これからボランティアをし
ようとしている人へのメッセージなどをご紹介します。

インタビュー　～古井新町ふれあいバンドのみなさま～

インタビュー　～手話サークルさくらんぼ 代表 柳田 宜信さん～

代表の寺田 覚さん
ドラムは６０歳から始めました。

てら   だ 　さとる

柳田 宜信さん
やなぎだ　  よし のぶ

「さくらんぼ」の他にも多くの
ボランティア団体に所属しています。

安城市福祉まつりの様子
演奏時の様子

メンバーのみなさま

あなたの“やりたい”を探しませんか？

問

サークル交流会の様子

あんじょう 社協だより
         '18 4/15 　－ 2 －
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問い合わせ

中部福祉センター
☎７６－００９０

作野福祉センター
☎７２－７５７０

北部福祉センター
☎９７―５０００

桜井福祉センター
☎９９―７３６５

ボランティアセンター
☎７７－２９４５

日時・場所

中部福祉センター
教養娯楽室

作野福祉センター
デイルーム

介護老人保健施設
さとまち

桜井福祉センター
多目的室1

社会福祉会館　
集会室

５月１０日（木）
午後１時３０分～３時

５月１１日（金）
午後１時３０分～３時３０分

５月２５日（金）
午後１時３０分～３時

５月２６日（土）
午後１０時～１１時３０分

５月１２日（土）
午後１時３０時～４時

 介護者の
 つどい

 介護者おしゃべり
 サロン※

延長になった災害義援金へのご支援・ご
協力をよろしくお願いします。

介
護
者
の
つ
ど
い

日
本
赤
十
字
社

災
害
義
援
金
協
力
の
お
礼

指
定
難
病
及
び
特
定
疾
患
見
舞
金

中
根
文
庫
の
蔵
書
が
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

  

被
爆
者
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金

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。
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